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制
定
へ

議
員
と
し
て
選
任
さ
れ
て
い
る
委
員
の
報
酬
を
無
報
酬
に

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
中
間
報
告
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下野市議会定例下野市議会定例会下野市議会定例下野市議会定例会下野市議会定例会

　

平
成
24
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
29
日
か
ら
３
月

22
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
案
に
よ
り
人
事
同
意
案
５
件
、
報
告
２
件
、

平
成
23
年
度
補
正
予
算
案
９
件
、
平
成
24
年
度
予
算
案

11
件
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
案
16
件
、
及
び
そ
の

他
の
議
案
４
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
条
例
改
正
案
１
件
、
及
び
陳
情

採
択
に
よ
る
意
見
書
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
中
間

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
で
は
７
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
市

の
対
応
や
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

第
１
回
定
例
会

会

期

日

程

２
月
29
日

　

本
会
議
【
開
会
】

（
議
案
の
説
明
）

３
月
１
日　

本
会
議

（
議
案
の
説
明
）

２
・
５
日　

本
会
議

（
一
般
質
問
）

６
日　

本
会
議

（
議
案
の
質
疑
、

委
員
会
付
託
）

７
・
８
日

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

９
・
12
日

経
済
建
設
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

13
・
14
日総

務
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

22
日　

本
会
議
【
閉
会
】

（
委
員
長
報
告
、
表
決
）

　

下
野
市
議
会
改
革
調
査

特
別
委
員
会
の
第
２
回
の

中
間
報
告
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
下
野

市
議
会
の
改
革
を
進
め
る

た
め
、
議
長
か
ら
諮
問
さ

れ
た
８
項
目
に
つ
い
て
協

議
・
検
討
を
行
う
と
し
て
、

既
に
３
項
目
の
結
論
を
見

出
し
平
成
23
年
第
４
回
定

例
会
本
会
議
に
お
い
て
、

中
間
報
告
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
、
議
会
改
革
に
つ
い

て
協
議
・
検
討
を
行
い
、

本
年
１
月
17
日
及
び
２
月

14
日
に
開
催
し
た
委
員
会

に
お
い
て
、
新
た
に
結
論

を
見
出
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
「
審
議
会
、
委

員
会
へ
の
委
員
選
出
方
法

と
報
酬
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
、
報
酬
に
つ
い
て
は
、

議
員
と
し
て
選
任
さ
れ
て

い
る
審
議
会
等
の
委
員
は
、

議
員
活
動
の
一
環
で
あ
る

た
め
、
条
例
の
改
正
を
行

い
、
監
査
委
員
を
除
き
無

報
酬
と
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
市
外
部
団

体
の
、
農
業
公
社
理
事
及

び
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
・
評
議
員
も
無
報
酬
と

す
る
よ
う
通
知
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
な
お
、
委

　定例会開会日の２月29日、本会

議において議会改革調査特別委員

会の中間報告が、松本委員長より

なされました。



教
育
委
員

教
育
委
員
に
三
橋
明
美
氏

三
橋
明
美
氏
を
選
任
選
任

公
平
委
員
及
び

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
選
任
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①傍聴者へ通告書（コピー）配布について
　 　通告書の写しは配布せず従来どおり一覧表のみ

の配布とする。（報告済）
②本会議等録画放映について
　 　費用が高額になることから、新庁舎建設にあわ

せて設置するよう議会として要望する。（報告済）
③行政視察の復命について
　 　研修前に委員会において研修内容を検討し、研

修後に執行部と協議を行う。また、報告書を委員

長が作成し、本会議で委員長が報告する。（報告済）
④ 審議会、委員会への委員選出方法と報酬のあり方
について

　 　条例の改正を行い、議員として選任されている

委員は監査委員を除き無報酬とする。

⑤市民からの意見聴取について
　　議会基本条例策定小委員会で検討する。

⑥市民への議会活動報告義務について
　　議会基本条例策定小委員会で検討する。

⑦議員定数と報酬について
　　検討中。

⑧議会基本条例について
　 　平成25年９月までに制定するため、本委員会の

中に「議会基本条例策定小委員会」を設置して検

討する。

員
選
出
方
法
で
は
、
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
へ

の
委
員
選
出
は
、
総
務
常

任
委
員
会
か
ら
だ
け
で
は

な
く
、
各
常
任
委
員
会
か

ら
１
名
ず
つ
選
出
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
「
議
会
基
本
条

例
に
つ
い
て
」
は
、
平
成

25
年
９
月
ま
で
に
制
定
す

る
た
め
、
本
委
員
会
の
中

に
「
議
会
基
本
条
例
策
定

小
委
員
会
」
を
設
置
し
て

検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
諮
問
事
項
の
「
市

民
か
ら
の
意
見
聴
取
に
つ

い
て
」
、
「
市
民
へ
の
議
会

活
動
報
告
義
務
に
つ
い

て
」
も
、
議
会
基
本
条
例

を
制
定
す
る
中
で
検
討
す

べ
き
事
項
で
あ
る
と
し
て
、

「
議
会
基
本
条
例
策
定
小

委
員
会
」
で
検
討
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
議
会
を
活

性
化
し
、
市
民
の
負
託
に

こ
た
え
ら
れ
る
議
会
と
な

る
よ
う
、
協
議
・
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議長からの諮問事項と
委 員 会 の 検 討 結 果

固定資産評価審査委員会委員

教育委員会委員

三橋 明美 氏

公平委員会委員

岩瀬 勇 氏

髙山　充 氏飯島 陽子 氏菅井 貞雄 氏

　

教
育
委
員
会
委
員
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
、
及
び
公
平
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、

左
記
の
と
お
り
５
人
の
委

員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
。
教
育
委
員
の
任
期
は

平
成
24
年
３
月
25
日
か
ら

４
年
間
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
任
期

は
平
成
24
年
４
月
１
日
か

ら
４
年
間
、
公
平
委
員
会

委
員
の
任
期
は
平
成
24
年

４
月
１
日
か
ら
３
年
間
と

な
り
ま
す
。

本会議で委員会の中間報告をする松本委員長



平
成
平
成
2424
年
度
予
算
が
可
決

年
度
予
算
が
可
決

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
効
率
的
に
実
行
す
る
積
極
的
な
予
算

平
成
平
成
2424
年
度
予
算
が
可
決

年
度
予
算
が
可
決
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平
成
24
年
度
一
般
会
計

予
算
案
、
９
特
別
会
計
予

算
案
、
及
び
水
道
事
業
会

計
予
算
案
が
、
上
表
の
と

お
り
す
べ
て
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
度
は
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー

ト
す
る
重
要
な
年
度
で
あ

る
た
め
、
こ
の
計
画
の
基

本
施
策
を
よ
り
効
果
的
か

つ
効
率
的
に
実
現
す
る
た

め
、
重
点
的
、
戦
略
的
に

■平成24年度各会計予算 (単位：千円・％)

会　　　計　　　名 予 算 額
前年度との比較

増　減 比 率

一般会計 205億5000万0  3億8000万0 1.9

特別会計

国民健康保険 54億4325万2  1億527万6 2.0

後期高齢者医療 4億5548万0  6613万4 17.0

介護保険(保険事業勘定) 30億5068万1 2億9628万1 10.8

介護保険(介護サービス事業勘定) 374万5 39万0 11.6

公共下水道事業 16億3812万2 △1827万7 △1.1

農業集落排水事業 4億9493万2 4530万9 10.1

下古山土地区画整理事業 3285万3 △1308万5 △28.5

石橋駅周辺土地区画整理事業 3881万3 929万9 31.5

仁良川地区土地区画整理事業 5億2448万8 3803万0 7.8

企業会計 水道事業 13億9695万7 1億7593万2 14.4

総　　　　　計 336億2932万3 10億8528万9 3.3

庁舎建設事業
5億2623万4千円

社会福祉施設整備補助事業
2億420万円

　高齢福祉の向上に資する目的で、地

域において必要となる介護施設、地域

介護拠点等の整備を支援します。民間

業者が整備する地域密着型特別養護老

人ホーム、認知症高齢者グループホー

ム、及び小規模多機能型居宅介護事業

所に対して市が助成します。

　平成22年５月25日

に策定された「下野市

庁舎建設基本構想」

に基づき、平成28年

３月までに、ＪＲ自

治医大駅西側への庁

舎建設を目的としま

す。24年度は基本設

計を完了し、実施設

計に着手、用地買収、

用地測量を行います。また、新庁舎へのアクセス道路の

測量・設計もあわせて行います。

その他依存財源
9億6060万0 (4.7％)

自主財源
106億6712万0
(51.9％)

自主財源
106億6712万0
(51.9％)

自主財源
106億6712万0
(51.9％)

依存財源
98億8288万0

(48.1％)
市税

86億4407万0
(42.1％)

繰入金 5億4130万9
(2.6％)

その他自主財源
14億8174万1 (7.2％)

国・県支出金
　　37億8098万0
　　　(18.4％)

地方交付税
28億0万0
(13.6％)

地方交付税
28億0万0
(13.6％)

地方交付税
28億0万0
(13.6％)

市債
23億4130万0

(11.4％)

市債
23億4130万0

(11.4％)

市債
23億4130万0

(11.4％)義務的経費
89億7646万9
(43.6％)

その他経費
83億1507万2

(40.5％)

公債費
24億3399万8
(11.8％)

物件費
32億5710万3

(15.8％)

補助費等
23億2750万8

(11.3％)

■平成24年度一般会計歳入予算内訳

（単位：千円）

下野市役所国分寺庁舎



5 下野市議会だよりＮｏ.24

第
１
回
定
例
会

取
り
組
む
べ
き
施
策
を

「
し
も
つ
け
重
点
戦
略
」

と
し
て
位
置
づ
け
、
後
期

基
本
計
画
の
重
点
化
を
図

り
ま
し
た
。

　

こ
の
重
点
戦
略
実
行
の

た
め
、
事
業
の
選
択
と
集

中
、
事
業
評
価
に
よ
る
優

先
度
に
よ
り
各
部
局
が
主

体
と
な
っ
た
事
業
の
取
捨

選
択
を
行
っ
た
も
の
で
、

本
市
の
発
展
と
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
迅
速
か
つ
的
確

に
対
応
す
る
た
め
の
予
算

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計

当
初
予
算
規
模
は
２
０
５

億
５
０
０
０
万
円
、
対
前

年
比
３
億
８
０
０
０
万
円
、

1.9
％
増
の
積
極
型
予
算
と

な
り
ま
し
た
。

　

主
な
注
目
事
業
に
つ
い

て
は
、
庁
舎
建
設
事
業
、

社
会
福
祉
施
設
整
備
補
助

事
業
、
三
王
山
地
区
公
園

整
備
事
業
、
石
橋
小
学
校

屋
内
運
動
場
改
修
事
業
、

陸
上
競
技
場
整
備
事
業
等

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

三王山地区公園整備事業
4207万4千円

　ふれあいプラザ構想に基づき、自然を生かした

体験型の公園をふれあい館東側の市有地に整備す

るため、市民懇談会の開催や、事業実施に向けた

測量、設計等を行います。

ふれあい館の東側市有地を整備する

石橋小学校屋内運動場改修事業
1400万円

　本年度で各小中学校校舎の耐震化がすべて終わ

ることにより、石橋小学校体育館の改修工事を行

うため、本年度は実施設計を行います。

石橋小学校体育館

陸上競技場整備事業
2085万円

　陸上競技の振興のため、400ｍトラック等の公

認の施設を整備します。本年度は、場所の選定調

査、不動産鑑定、及び設計を行います。

ブランド認定推進事業
88万円

　地元を代表する商品、特産品、製品、技術

等を下野市ブランドとして認証し、その情報

を広く発信することにより下野ブランドを確

立します。本年度中に、第１回目の認定を目

指し、推進本部の設置、認定協議会の設置、

及び推進プランの作成を行います。
400ｍトラックのある陸上競技場を整備する

自主財源
106億6712万0
(51.9％)

地方交付税
28億0万0
(13.6％)

市債
23億4130万0

(11.4％)義務的経費
89億7646万9
(43.6％)

義務的経費
89億7646万9
(43.6％)

義務的経費
89億7646万9
(43.6％)

 投資的
経費

32億5845万9
(15.9％)

その他経費
83億1507万2

(40.5％)

その他経費
83億1507万2

(40.5％)

その他経費
83億1507万2

(40.5％)

人件費
37億6469万4
     (18.3％)

扶助費
27億7777万7
(13.5％)

公債費
24億3399万8
(11.8％)

公債費
24億3399万8
(11.8％)

公債費
24億3399万8
(11.8％)

普通建設事業費等
32億5845万9
(15.9％)

物件費
32億5710万3

(15.8％)

物件費
32億5710万3

(15.8％)

物件費
32億5710万3

(15.8％)

補助費等
23億2750万8

(11.3％)

補助費等
23億2750万8

(11.3％)

補助費等
23億2750万8

(11.3％)

繰出金
20億9694万9

(10.2％)

その他
6億3351万2 (3.2％)

■平成24年度一般会計歳出予算性質別内訳

（単位：千円）
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第
１
回
定
例
会

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　

主
な
補
正
内
容
は
、
子

ど
も
手
当
つ
な
ぎ
法
改
正

に
伴
う
減
額
、
合
併
特
例

債
の
増
額
、
国
の
補
正
予

算
に
よ
り
平
成
23
年
度
で

前
倒
し
し
て
学
校
施
設
環

境
改
善
交
付
金
の
追
加
に

よ
る
増
額
等
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
歳
出
に
つ
い
て

は
、
将
来
の
公
債
費
返
還

の
財
源
と
し
て
た
く
わ
え

る
た
め
減
債
基
金
の
積
み

増
し
に
よ
る
増
額
、
子

ど
も
手
当
つ
な
ぎ
法
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
事
業
費
の
減
額
、
国

の
補
正
予
算
に
よ
る
小

学
校
校
舎
の
大
規
模
改

修
及
び
給
食
室
改
修
等

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
補
正
額

は
５
億
３
４
３
４
万
９

千
円
の
追
加
と
な
り
ま

し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

　

保
険
税
収
及
び
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
の
減

額
に
伴
う
補
正
を
計
上

し
た
結
果
、
補
正
額
は

２
１
０
１
万
３
千
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算

　

事
業
費
の
精
査
に
伴
う

補
正
を
計
上
し
た
結
果
、

補
正
額
は
７
６
１
万
９
千

円
の
追
加
と
な
り
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

（
保
険
事
業
勘
定
）補
正

予
算

　

事
業
費
の
精
査
に
伴
う

補
正
を
計
上
し
た
結
果
、

補
正
額
は
６
５
５
０
万
７

千
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　

事
業
費
の
精
査
に
伴
う

補
正
を
計
上
し
た
結
果
、

補
正
額
は
５
３
３
８
万
１

千
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

　

事
業
費
の
精
査
に
伴
う

補
正
を
計
上
し
た
結
果
、

補
正
額
は
６
０
０
万
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

■
宇
都
宮
都
市
計
画
事

業
下
古
山
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　

事
業
費
の
精
査
に
伴
う

補
正
を
計
上
し
た
結
果
、

補
正
額
は
８
１
３
万
８
千

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

■
小
山
栃
木
都
市
計
画

事
業
仁
良
川
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

　

保
留
地
処
分
費
の
増
額
、

建
設
費
充
当
分
の
繰
入
金

の
減
額
、
及
び
事
業
費
の

精
査
に
伴
う
補
正
を
計
上

し
た
結
果
、
補
正
額
は
３

９
８
７
万
１
千
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

■
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算

　

資
本
的
収
入
に
お
い
て
、

配
水
管
布
設
負
担
金
の
減

額
補
正
を
計
上
し
た
結
果
、

補
正
額
は
１
１
２
０
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
本
的
支
出
に

お
い
て
、
排
水
管
の
布
設

工
事
が
年
度
内
の
着
工
を

見
込
め
ず
減
額
し
た
た
め
、

補
正
額
は
１
０
０
０
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
資
本
的
収
入
額

が
資
本
的
支
出
額
に
対
し

不
足
す
る
額
は
４
億
３
４

８
３
万
１
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

小
学
校
校
舎
大
規
模
改
修
等

小
学
校
校
舎
大
規
模
改
修
等

計
画
を
前
倒
し
し
て
実
施
へ

計
画
を
前
倒
し
し
て
実
施
へ

平成 23 年度
補 正 予 算　平成23年度一般会計補

正予算案、７特別会計補

正予算案、及び水道事業

会計補正予算案が提出さ

れ、すべて全会一致で可

決されました。

■平成23年度各会計補正予算 （単位：千円）

会　　計　　名 補 正 額 補正後の予算額

一般会計 5億3434万9 221億6364万3

特別会計

国民健康保険 △2101万3 54億9373万5

後期高齢者医療 761万9 4億404万5

介護保険（保険事業勘定) △6550万7 27億3076万8

公共下水道事業 △5338万1 16億4165万1

農業集落排水事業 △600万0 4億6194万8

石橋駅周辺土地区画整理事業 △813万8 2361万8

仁良川地区土地区画整理事業 △3987万1 4億8605万9

企業会計 水道事業
資本的収入 △1120万0 5680万0

資本的支出 △1000万0 4億9163万1

■平成24年第１回定例会において審査された請願・陳情

件　　　　　　名 請　願　等　の　趣　旨 紹介議員 審査結果

市民会館(多目的大ホール付)の早期建設を
求める請願

作品創造発展の場、舞台芸術活動の場、交流・出会い、
憩いの場、そして下野市文化の情報発信の拠点となる市
民会館 (多目的大ホール付 )の早期建設を求める。

岩永博美

野田善一
継続審査

ＴＰＰ(環太平洋連携協定)交渉参加反対に
関する陳情

国のＴＰＰ交渉参加阻止に向けて、政府関係機関に意見
書の提出を求める。

な　し 継続審査

原発から再生可能エネルギーの推進へ
エネルギー政策の転換を求める陳情

原子力発電の推進を前提とするエネルギー施策の見直し
に向けて、政府関係機関に意見書の提出を求める。

な　し 採　択

公的年金の改悪に反対する意見書提出を
求める陳情

公的年金の特例水準解消2.5％削減を行わないよう、政府
関係機関に意見書の提出を求める。

な　し 不採択

薬師寺小学校校舎
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回
定
例
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下
野
市
東
日
本
大
震
災

復
興
推
進
基
金
条
例
の

制
定

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
を
図
る
た
め
の
事
業

の
財
源
に
充
て
る
た
め
、

基
金
を
設
置
す
る
よ
う
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

(

全
会
一
致)

道
の
駅
し
も
つ
け
基
金

条
例
の
制
定

　

道
の
駅
し
も
つ
け
の
整

備
及
び
地
域
交
流
事
業
に

充
て
る
た
め
、
基
金
を
設

置
す
る
よ
う
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。(

全
会
一
致)

下
野
市
暴
力
団
排
除
条

例
の
制
定

　

暴
力
団
は
市
民
生
活
や

社
会
活
動
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
不

安
要
因
を
排
除
し
て
安
全

で
平
穏
な
市
民
生
活
を
実

現
す
る
た
め
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。(

全
会
一
致)

下
野
市
環
境
基
本
条
例

の
制
定

　

市
の
環
境
基
本
計
画
の

策
定
に
先
立
ち
、
市
の
環

境
保
全
に
対
す
る
基
本
理

念
や
基
本
姿
勢
を
明
確
に

す
る
た
め
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

(

全
会
一
致)

下
野
市
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
し
、
新
た
に

設
置
さ
れ
る
審
議
会
等
委

員
報
酬
を
追
加
し
、
あ
わ

せ
て
支
給
根
拠
を
明
文
化

す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
議
会
議
員
が

議
員
と
し
て
委
員
と
な
っ

て
い
る
各
委
員
会
の
報
酬

に
つ
い
て
、
監
査
委
員
を

除
き
無
報
酬
と
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

(

全
会
一
致)

下
野
市
墓
地
条
例
の
一

部
改
正

　

平
成
24
年
度
か
ら
一
部

供
用
開
始
さ
れ
る
市
営
墓

地
（
す
が
た
川
霊
園
墓
地
）

の
名
称
及
び
位
置
、
使
用

料
等
を
定
め
、
あ
わ
せ
て

墓
地
共
用
施
設
管
理
手
数

料
を
定
め
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

(

全
会
一
致)

下
野
市
介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正

　

平
成
24
年
度
か
ら
平
成

26
年
度
ま
で
の
介
護
保
険

料
を
改
定
す
る
た
め
、
基

準
月
額
保
険
料
の
見
直
し

等
に
つ
い
て
、
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。
保

険
料
は
所
得
に
応
じ
て
８

段
階
と
な
り
、
年
額
２
万

７
千
円
か
ら
８
万
６
４
０

０
円
（
４
２
０
０
円
か
ら

１
万
８
千
円
の
増
額
）
と

な
り
ま
す
。(

全
会
一
致)

下
野
市
観
光
施
設
条
例

の
一
部
改
正

　

下
野
市
観
光
施
設
条
例

に
よ
り
設
置
す
る
駐
車
場

の
使
用
料
を
定
め
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

(

全
会
一
致)

下
野
市
立
史
跡
公
園
等

展
示
施
設
条
例
の
一
部

改
正

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
災
し
た
別
処
山
民
俗
資

料
館
の
用
途
廃
止
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

(

全
会
一
致)

団
体
営
土
地
改
良
事
業

の
施
行

　

団
体
営
土
地
改
良
事
業

を
施
行
す
る
計
画
の
概
要

に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法

の
規
定
に
よ
り
議
決
し
ま

し
た
。

(

全
会
一
致)

市
の
境
界
変
更

　

下
野
市
と
真
岡
市
の
境

界
変
更
を
栃
木
県
知
事
に

申
請
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
議
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
境
界
変
更
に
よ

る
市
の
面
積
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。(

全
会
一
致)

市
の
境
界
変
更
に
伴
う

財
産
の
処
分
に
関
す
る

協
議

　

下
野
市
と
真
岡
市
の
境

界
変
更
に
伴
う
財
産
処
分

を
協
議
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
議
決
し
ま
し
た
。

(

全
会
一
致)

市
道
路
線
の
認
定
及
び

廃
止

　

道
路
法
の
規
定
に
基
づ

き
市
道
路
線
の
認
定
及
び

廃
止
に
つ
い
て
議
決
し
ま

し
た
。

(

全
会
一
致)

■
専
決
処
分
の
報
告

　

地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
、
道
路
破
損
等

に
よ
る
車
両
の
損
害
賠

償
に
つ
い
て
、
専
決
処

分
し
た
こ
と
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
賠
償
金

額
は
２
件
で
９
１
８
０

円
で
し
た
。

条
例
条
例その
他

そ
の
他

次のものは、上位法の改正等に伴い
条例の一部を改正しました。

(すべて全会一致)

■下野市税条例の一部改正

■ 下野市土砂等の埋立て等による土

壌の汚染及び災害の発生の防止に

関する条例の一部改正

■ 下野市道路占用料徴収条例の一部

改正

■下野市営住宅管理条例の一部改正

■下野市公民館設置条例の一部改正

■ 下野市立図書館設置条例の一部改正

■ 下野市スポーツ振興審議会に関す

る条例の一部改正
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常任委員会常任委員会
審 査 報 告審 査 報 告
常任委員会常任委員会
審 査 報 告審 査 報 告
常任委員会
審 査 報 告

平
成
24
年
度
一
般

会
計
予
算
に
計
上

さ
れ
て
い
る
わ
が
ま
ち
協

働
推
進
事
業
補
助
金
の
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

３
年
間
の
補
助
事

業
で
あ
り
、
24
年

度
は
か
ん
ぴ
ょ
う
街
道
へ

の
負
担
金
、
壬
生
町
と
連

携
し
て
の
か
ん
ぴ
ょ
う
に

関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
、
及

び
広
域
文
化
財
マ
ッ
プ
の

作
成
で
あ
る
。

重
度
心
身
障
が
い

者
医
療
費
補
助
金

に
つ
い
て
、
県
内
自
治
体

で
は｢

償
還
払
い
」
か
ら

｢

現
物
支
給
」
へ
移
行
す
る

流
れ
が
出
始
め
て
い
る
が
、

市
の
考
え
を
伺
う
。
ま
た

実
施
す
る
と
、
事
業
に
対

す
る
県
補
助
金
が
減
額
さ

れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
、

導
入
し
て
も
補
助
率
が
維

持
で
き
る
よ
う
、
県
へ
の

要
望
を
お
願
い
し
た
い
。

現
物
支
給
を
試
算

す
る
と
、
医
療
費

と
手
数
料
合
わ
せ
て
約

１
７
０
０
万
円
の
市
負
担

増
に
な
る
た
め
、
現
時
点

で
の
導
入
は
か
な
り
厳
し

い
。
補
助
率
維
持
の
要
望

を
行
っ
て
お
り
、
県
内
全

市
町
で
要
望
す
れ
ば
、
県

の
考
え
も
変
わ
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。

本
年
５
月
22
日
に

オ
ー
プ
ン
予
定
の

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
４

階
に
、
栃
木
県
の
と
ち
ま

る
シ
ョ
ッ
プ
が
開
設
す
る

が
、
本
市
か
ら
の
出
展
数

と
市
と
し
て
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

県
内
各
市
町
か
ら

の
申
し
込
み
を
受

け
て
い
る
最
中
で
、
本
市

内
の
２
店
舗
か
ら
出
店
の

申
し
出
が
あ
っ
た
。
市
と

し
て
は
天
平
の
花
ま
つ
り

等
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た

い
と
申
し
込
み
を
し
て
い

る
。

総務

わ
が
ま
ち
協
働
推
進
事
業
補
助
金
の
内
容
を
伺
う

教育
福祉
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
の
現
物

支
給
に
対
す
る
市
の
考
え
は

経済
建設
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
開
設
す
る

と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
対
応
は

各常任委員会の審査状況を報告します

問答
５
月
22
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

問

問

答

答

委

員

会

報

告

平成24年はかんぴょう伝来300周年を迎える

教育福祉常任委員会
　学校適正化配置について、統廃合、通学区域

変更に該当する保護者や地域の方は大きな不安

を持っている。素案ができ次第、地域や学校関

係者に説明に入るとのことだが、慎重かつ丁寧

に説明を行い、理解をいただきながら計画策定

をするよう努力されたい。

　また、ふれあい館、きらら館、ゆうゆう館に

ついては、行革の象徴であり、合併当初から機

能集約に向けて議論を重ね、それぞれの方向性

を示されたが、さらにその機能特化充実に向け

て早急に進め、目的に沿った効率のよい運営を

望む。
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平
成
24
年
度
一
般

会
計
予
算
に
計
上

さ
れ
て
い
る
学
童
保
育
室

整
備
事
業
と
陸
上
競
技
場

整
備
事
業
の
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

国
分
寺
小
の

学
童
保
育
は

国
分
寺
駅
西
児
童
館

で
実
施
し
て
い
る
が
、

児
童
数
が
多
く
な
っ

て
い
る
た
め
、
国
分

寺
小
敷
地
内
に
新
た

に
学
童
保
育
室
を
建

設
す
る
た
め
の
設
計

費
を
計
上
し
た
。
ま

た
、
陸
上
競
技
場
整

備
に
つ
い
て
は
、
候

補
地
を
大
松
山
運
動
公
園
、

国
分
寺
運
動
公
園
、
別
処

山
運
動
公
園
の
い
ず
れ
か

を
拡
張
す
る
こ
と
で
考
え

て
い
る
。

石
橋
商
工
会
だ
け

が
合
併
で
き
な

か
っ
た
理
由
は
何
か
。
合

併
し
な
い
な
ら
ば
補
助
金

の
大
幅
な
カ
ッ
ト
も
含
め
、

合
併
に
向
け
て
指
導
力
を

発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
。

今
ま
で
各
商
工
会

で
実
施
し
て
き
た

事
業
運
営
の
調
整
が
難
し

い
た
め
合
併
に
い
た
ら
な

か
っ
た
が
、
今
後
も
努
力

し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
自
治
医
大
駅

西
口
は
新
庁
舎
へ

教育
福祉
新
た
に
設
置
す
る
施
設
の
概
要
は

経済
建設
商
工
会
の
合
併
に
向
け
て
指
導
力
を

発
揮
せ
よ

経済
建設
Ｊ
Ｒ
自
治
医
大
駅
西
口
駅
前
の
整
備

計
画
は

問

答

問答

委

員

会

報

告

総務常任委員会
　職員の人事評価について、数年前から試行的に

実施されている当評価は、職員の資質向上を図る

上でも重要だと判断するので、できるだけ速やか

に評価システムを確定し、公表されたい。

　指定管理者制度に伴う指定管理は、複数年（３

年または５年）での指定となっているため、財務

会計上、債務負担行為をとるべきであるので、調

査研究して改善されたい。

経済建設常任委員会
　区域指定の基礎調査業務について、調整区域に

おいても開発可能な地区がある。地域コミュニ

ティーの崩壊を防ぐ観点からも、条件が整った地

域の開発を視座におき、人口増加を図られたい。

　三王山地区公園整備事業については、過度に手

を加えることなく、自然林や現状の地形、生態系

をき損することないよう整備を望む。

　北河原堰改修工事事業費の区分については、国

庫補助事業対象における市及び地元負担金が定

まっているが、下野市土地改良事業補助金交付要

綱に「市が適当と認める場合」との条文があるこ

とから、今後同種の事業については、統一した見

解で対応されたい。

常任委員会付帯意見
　定例会最終日に各常任委員会委員長から報

告された委員会付帯意見を掲載します。

総務

国
有
提
供
施
設
等
所
在
市
町
村
助
成

交
付
金
の
対
象
は

平
成
23
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
に

計
上
さ
れ
て
い
る
国
有
提

供
施
設
等
所
在
市
町
村
助

成
交
付
金
の
対
象
を
伺
う
。

自
衛
隊
駐
屯
基
地

に
対
し
て
の
交
付

金
で
あ
り
、
総
面
積
83
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
う
ち
石
橋
地

区
26
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
対
象

と
な
っ
て
い
る
。

問

答

石橋商工会館とアイリスホール

国分寺駅西児童館

JR自治医大駅西口

の
メ
イ
ン
と
な
る
。
駅
前

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。

自
治
医
大
駅
西
口

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
を
平
成
24
・
25
年
度

の
２
カ
年
で
整
備
し
、
平

成
27
年
度
の
新
庁
舎
供
用

開
始
ま
で
に
国
道
４
号
線

ま
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
進
め
る
。

問

答
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　第１回定例会では、７人　第１回定例会では、７人
の議員が市政に対し、一般の議員が市政に対し、一般
質問を行いました。質問と質問を行いました。質問と
答弁の内容を要約して掲載答弁の内容を要約して掲載
します。なお、紙面の都合します。なお、紙面の都合
により、掲載は１人につきにより、掲載は１人につき
１項目とし、ほかの質問事１項目とし、ほかの質問事
項は項目のみ掲載しており項は項目のみ掲載しており
ます。ます。

平成23年10月20日、教育委員会委員長あて最終答申があった

『
学
校
適
正
配
置
』
へ
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　

「
学
校
適
正
配
置
基
本
計
画
」
を
策
定
す
る

学
校
適
正
配
置
検
討

委
員
会
の
答
申
で
は

「
地
域
住
民
・
学
校
関
係
者

に
十
分
な
理
解
と
協
力
を
頂

き
、
速
や
か
に
か
つ
円
滑
に

具
現
化
を
希
望
す
る
」
と
あ

る
。
何
を
い
つ
ご
ろ
ま
で
に

と
り
ま
と
め
る
の
か
。

教
育
長　

今
後
は
答

申
を
踏
ま
え
具
体
的

な
計
画
「
下
野
市
学
校
適
正

配
置
基
本
計
画
」
の
策
定
に

向
け
、
教
育
委
員
会
、
市
長

部
局
で
策
定
委
員
会
を
立
ち

上
げ
る
。
方
針
、
時
期
等
は
、

保
護
者
、
学
校
関
係
者
、
地

域
の
意
見
を
伺
い
策
定
す
る
。

国
分
寺
西
小
と
国
分

寺
小
の
統
合
。
答
申

で
は
「
広
い
校
地
を
近
接
地

を
含
め
た
適
当
な
場
所
に
確

保
し
、
統
合
校
と
し
て
新
設

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
当

面
国
分
寺
小
校
舎
を
使
用
し
、

そ
の
後
適
地
に
建
替
え
」
と

あ
る
。
校
舎
新
設
の
時
期
は
。

教
育
長　

校
舎
の
耐

用
状
況
、
児
童
数
の

推
移
、
市
の
財
政
状
況
を
勘

案
し
、
研
究
・
検
討
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
基
本
計
画
に

何
を
盛
り
込
む
の
か
、
時
期

ま
で
明
記
で
き
る
か
は
、
策

定
委
員
会
で
議
論
し
方
向
性

を
決
め
る
。

塚原良子 議員

１ ．「学校適正配置」小学校２校の

統廃合について

２．特別支援教育の推進について

３ ．障がい児・者への24年度施策

は

問問
答

答

答

10

問
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配
付
さ
れ
て
い
る
下
野
市
自
主
防
災
組
織
設
置
の
手
引
き

本
市
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
状
況
は

　

平
成
23
年
５
月
現
在
で
61
・
１
％
で
あ
る 地

域
防
災
力
の
確
立
に
つ
い
て

　

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
推
進
す
る

春
の
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

新
築
住
宅
で
は
、
平
成
18
年

６
月
か
ら
、
既
存
住
宅
に
お

い
て
は
21
年
６
月
か
ら
、
消

防
法
及
び
火
災
予
防
条
例
で

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

本
市
に
お
け
る
設
置
状
況
と

設
置
に
対
す
る
補
助
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長　

石
橋
地
区
消

防
組
合
の
調
査
で

61
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

補
助
に
つ
い
て
は
在
宅
高
齢

者
等
日
常
生
活
用
具
給
付
事

業
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯

で
所
得
税
非
課
税
の
方
に
設

置
費
用
の
９
割
を
補
助
す
る

制
度
に
な
っ
て
い
る
。

市
内
の
販
売
店
で
購

入
し
た
も
の
に
補
助

を
す
る
な
ど
の
条
件
を
つ
け
、

市
内
の
商
店
街
の
活
性
化
も

同
時
に
図
ら
れ
る
よ
う
な
施

策
で
さ
ら
な
る
設
置
推
進
を
。

市
長　

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
営
業

を
し
て
い
る
が
、
議
員
の
指

摘
の
よ
う
に
、
市
内
の
電
器

店
等
と
の
連
携
も
一
つ
の
方

法
か
と
考
え
て
い
る
。
十
分

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

自
主
防
災
組
織
の
現

状
と
目
標
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長　

南
河
内
地
区

の
西
坪
山
自
治
会
に

お
い
て
、
１
０
５
世
帯
に
よ

る
１
組
織
が
結
成
さ
れ
た
。

ほ
か
に
組
織
化
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
が
３
地
区
ほ
ど
あ

り
、
設
置
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。
防
災
活
動
を
行
う

場
合
、
地
域
住
民
の
組
織
的

な
協
力
に
よ
り
そ
の
効
果
が

最
大
限
に
発
揮
で
き
る
も
の

で
あ
り
、
24
年
度
当
初
予
算

で
５
組
織
の
設
立
を
目
標
に

予
算
計
上
し
た
。

消
防
団
後
方
支
援
組

織
の
結
成
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長　

消
防
団
員
は

自
営
業
約
25
％
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
約
75
％
と
い
う

状
況
に
あ
り
、
昼
間
の
火
事

の
場
合
、
団
員
が
そ
ろ
わ
な

い
と
い
う
状
況
も
起
こ
る
。

消
防
団
Ｏ
Ｂ
等
に
よ
る
消
防

団
の
後
方
支
援
は
、
地
域
の

総
合
防
災
力
強
化
に
重
要
な

こ
と
と
認
識
し
て
お
り
、
組

織
の
結
成
は
必
要
と
考
え
て

い
る
が
、
支
援
内
容
に
よ
っ

て
は
災
害
補
償
等
の
問
題
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
調
査
研
究

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

小谷野晴夫 議員

１ ．住宅用火災警報器設置の補助

について

２ ．文部科学省の平成 23 年度第

３次補正予算の活用について

髙山利夫 議員

１．地域防災力の確立について

２．下水道の整備について

問

問

問

問

問

問

答

答

答
答

答

答

一

般

質

問

火
災
警
報
器
設
置
の
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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可能な限り下野市産のものを取り扱っている

「
自
治
会
長
設
置
規
則
」用
語
の
整
理
が
必
要
だ

　

規
則
を
改
正
し
た
が
、
名
称
整
理
は
行
わ
な
い

「
道
の
駅
し
も
つ
け
」の
課
題
に
つ
い
て

　

下
野
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
に
取
り
組
む

行
政
事
務
の
一
部
を

自
治
会
長
が
分
掌
す

る
た
め
の
根
拠
で
あ
る
「
自

治
会
長
設
置
規
則
」
に
、「
第

１
条
（
設
置
）
市
の
行
政
事

務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
、
市

長
が
必
要
と
認
め
る
自
治
会

に
自
治
会
長
を
置
く
」
、
「
第

２
条
（
委
嘱
）
自
治
会
内
の

住
民
代
表
と
し
て
推
薦
の

あ
っ
た
者
１
人
を
自
治
会
長

と
し
て
委
嘱
す
る
」
と
あ
る

が
、
自
治
会
長
は
住
民
が
自

主
的
に
結
成
し
た
任
意
団
体

の
長
で
あ
り
、
市
長
が
「
置

く
」
「
委
嘱
す
る
」
と
い
う

の
は
、
住
民
自
治
の
考
え
方

か
ら
す
る
と
、
相
当
な
違
和

感
が
あ
る
。
自
治
会
組
織
の

長
の
名
称
と
行
政
事
務
を
受

託
す
る
人
の
名
称
に
つ
い
て

整
理
が
必
要
と
思
う
。

市
長　

自
治
会
長
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
の
平
成

24
年
度
版
作
成
に
あ
た
り
、

「
下
野
市
自
治
会
長
設
置
規

則
」
に
不
備
が
見
受
け
ら
れ

た
の
で
、
一
部
を
改
正
し
た
。

主
な
見
直
し
は
、
住
民
自
治

組
織
の
代
表
と
し
て
自
治
会

長
と
な
っ
た
方
を
市
長
が
非

常
勤
特
別
職
と
し
て
委
嘱
す

る
こ
と
と
し
た
点
だ
。
職
務

に
つ
い
て
の
変
更
は
な
い
。

名
称
の
整
理
は
行
わ
な
い
。

道
の
駅
し
も
つ
け
が

オ
ー
プ
ン
し
て
１
年
、

こ
の
間
の
来
店
客
数
、
売
上

高
を
見
る
と
、
当
初
の
予
想

を
は
る
か
に
超
え
た
実
績
を

示
し
て
お
り
、
喜
ば
し
い
限

り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

商
品
構
成
を
み
る
と
、
加
工

品
の
み
な
ら
ず
、
農
産
物
で

さ
え
市
外
産
品
の
占
め
る
割

合
が
多
い
。
こ
の
現
状
は
、

地
場
の
も
の
を
扱
う
こ
と
を

本
旨
と
す
る
道
の
駅
の
精
神

に
そ
ぐ
わ
な
い
。

市
長　

道
の
駅
の

ベ
ー
ス
な
る
も
の
は
、

地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な
農
産

物
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
本

市
産
の
も
の
を
扱
っ
て
い
く
。

加
工
品
に
つ
い
て
は
、
市
内

業
者
に
よ
る
出
荷
商
品
数
が

全
体
の
約
２
割
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
に
重
点
戦
略
と
し
て

掲
げ
た
下
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
市
内
の
魅
力
あ
る

商
品
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、

ま
た
、
新
た
な
商
品
を
発
掘
・

開
発
し
、
「
下
野
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
証
し
、
市
の
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
と
と
も
に
道

の
駅
等
を
拠
点
と
し
て
、
販

路
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

磯 辺 香 代 議員

１ ．「下野市自治会長設置規則」

について

２ ．中学校「保健体育」の武道必

修化について

野田善一 議員

１ ．「道の駅しもつけ」の現状と課

題

２ ．人口増に向けてのアクション・

プランの作成を

問

問

問

問

答

答

答

答

一

般

質

問

平成23年４月26日に行われた自治会長会議
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阪神淡路大震災では多くの家屋が倒壊した

市
立
図
書
館
運
営
は
直
営
方
式
を
堅
持
さ
れ
た
い

　

図
書
館
協
議
会
答
申
を
踏
ま
え
て
方
向
性
を
見
出
す

本
市
の
地
震
対
策
は

　

平
成
27
年
度
の
耐
震
化
率
を
95
％
に
設
定

①
社
会
情
勢
が
急
速

に
変
化
し
て
い
る
今

日
、
「
こ
れ
か
ら
の
図
書
館

像
」
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

②
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
目
標

設
定
と
達
成
度
評
価
は
ど
う

な
さ
れ
て
い
る
か
。
③
直
営

方
式
で
の
問
題
点
及
び
管
理

運
営
形
態
を
検
討
す
る
た
め

の
評
価
基
準
は
何
か
。
④
公

立
図
書
館
に
は
「
無
料
の
原

則
」
が
あ
り
、
営
利
目
的
の

団
体
に
よ
る
運
営
に
は
無
理

が
あ
る
。
経
費
節
減
の
た
め

だ
け
の
民
間
活
力
導
入
は
、

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生

み
出
す
懸
念
が
あ
る
。
直
営

方
式
を
堅
持
さ
れ
た
い
。

教
育
長　

①
文
化
・

教
養
中
心
の
利
用
だ

け
で
は
な
く
、
日
常
生
活
上

の
課
題
解
決
に
役
立
つ
図
書

館
を
目
指
す
。
②
市
教
育
計

画
と
図
書
館
振
興
計
画
の
推

進
の
中
で
目
標
を
設
定
し
、

外
部
委
員
会
に
よ
る
教
育
委

員
会
評
価
と
市
民
行
政
評
価

を
し
て
い
る
。
③
利
用
者
か

ら
は
開
館
の
日
数
増
と
時
間

延
長
の
要
望
が
あ
る
。
管
理

運
営
形
態
検
討
の
た
め
の
評

価
基
準
は
な
い
。
④
昨
秋
、

図
書
館
の
管
理
運
営
の
あ
り

方
に
つ
い
て
図
書
館
協
議
会

に
諮
問
し
た
。
答
申
を
踏
ま

え
て
方
向
性
を
見
出
す
。

現
在
、
国
土
交
通
省

に
よ
る
と
全
国
の
住

宅
の
約
１
０
５
０
万
戸
が
、

現
状
の
耐
震
基
準
に
達
し
て

い
な
く
、
耐
震
化
率
は
８
割

に
届
い
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
。
本
市
の
地
震
対
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

市
長　

平
成
７
年
１

月
に
発
生
し
た
阪
神

淡
路
大
震
災
で
は
、
旧
基
準

の
建
築
物
に
被
害
が
集
中
し
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
９
割
が
、

倒
壊
し
た
建
築
物
に
よ
る
圧

死
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
国
に
お
い
て
は
建
築
物

耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
た
。
下
野

市
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
計

画
で
は
、
計
画
期
間
の
平
成

27
年
度
ま
で
に
、
住
宅
の
耐

震
化
率
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
市
民
の
生
命
財
産
を
守
る

上
で
重
要
で
あ
り
、
高
い
目

標
を
挙
げ
、
耐
震
化
率
を
95

％
に
設
定
し
て
い
る
。
耐
震

化
率
の
向
上
を
図
る
た
め
に

は
、
住
宅
の
耐
震
化
の
必
要

性
を
正
し
く
理
解
し
、
引
き

続
き
国
・
県
等
の
関
係
機
関

と
連
携
を
と
り
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
等
に
よ
る
普
及
啓
発
運

動
や
市
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
利
用
し
て
普
及
に
努

め
る
。

村 尾 光 子 議員

１ ．市立図書館運営は直営方式を

堅持されたい

目黒民雄 議員

１．地震対策について

２．水道石綿管について

問

問

問

問

答

答

答
答

一

般

質

問

石橋図書館の受付カウンター
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議
会
改
革
調
査

第
５
回
委
員
会

第
５
回
委
員
会

１
月
７
日

委
員
報
酬
を
無
報
酬
に

　

議
会
か
ら
の
審
議
会
、

委
員
会
へ
の
委
員
選
出
方

法
と
報
酬
に
つ
い
て
、
条

例
を
改
正
し
て
監
査
委
員

以
外
の
委
員
報
酬
を
無
報

酬
と
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
は
、
各
常
任

委
員
会
か
ら
１
名
ず
つ
選

出
す
る
こ
と
に
し
た
。

第
６
回
委
員
会

第
６
回
委
員
会

２
月
14
日

議
会
基
本
条
例
を
制
定
へ

　

平
成
25
年
９
月
ま
で
に

議
会
基
本
条
例
を
制
定
す

る
た
め
、
委
員
会
内
に
議

会
基
本
条
例
策
定
小
委
員

会
（
委
員
８
人
）
を
設
置

し
て
協
議
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
か
ら
の
意

見
徴
取
、
市
民
へ
の
議
会

活
動
報
告
義
務
に
つ
い
て

は
、
基
本
条
例
の
中
で
位

置
づ
け
す
る
よ
う
、
小
委

員
会
で
協
議
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

な
お
、
委
員
報
酬
の
件

と
あ
わ
せ
て
、
３
月
定
例

会
で
中
間
報
告
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

議
会
基
本
条
例
制
定
を
確
認

議
会
基
本
条
例
制
定
を
確
認

議
会
基
本
条
例
策
定
小
委
員
会
を
設
置

議会改革調査
特別委員会

　

議
会
改
革
調
査
特
別

委
員
会
は
、
議
会
機
能

の
あ
り
方
、
組
織
構
成

及
び
報
酬
等
議
会
改
革

に
関
す
る
調
査
研
究
を

目
的
と
し
、
議
長
を
除

く
全
議
員
で
構
成
し
て

い
ま
す
。

　

当
委
員
会
の
協
議
状

況
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

皆様のご要望を市議会にお知らせください
　市議会に要望はありませんか。市民の皆様のご要望

等について、市議会へ要望書を提出して議会で話し

合ってもらう制度があります。

　紹介議員があるものを請願といい、紹介議員がない

ものを陳情といいます。

①必ず書面で作成してください。

②提出年月日を記載してください。

③ 請願（陳情）者の住所及び氏名を記載し、押印して

ください。

④ 請願の場合は、１人以上の紹介議員の氏名を本人直

筆で記載し、押印してください。（陳情の場合は不要）

⑤ 題名を記載してください。（紹介議員がいる場合は

請願、いない場合は陳情としてください）

⑥ 請願（陳情）の要旨及び理由を明記してください。

内容は簡潔に、わかりやすく記載してください。

⑦ 資料等（グラフ・表・地図・図面等）があれば添付

してください。

　請願・陳情は文書にて定例会開会日の14日前までに

直接議会事務局までご提出ください。

　ただし、郵送での提出は不可とします。

請 願・ 陳 情 の 提 出 の し か た請 願・ 陳 情 の 提 出 の し か た

委員会における審査のようす

例
平成　年　月　日

下野市議会議長あて

　　　　　　　請願（陳情）者 

　　　　　　　　　　　住所 

　　　　　　　　　　　氏名 ㊞
　　　　　　　紹介議員氏名 ㊞

○○○に関する請願（または陳情）

（要旨及び理由） 

 

議会基本条例策定　
　　小委員会が始動

　３月21日、第１回目の小委員会が行

われ、正副リーダーの選出を行った結

果、次の委員会構成となりました。

野田　善一（リーダー）

磯辺　香代（サブリーダー）

村尾　光子、松本　賢一、秋山　幸男

小谷野晴夫、吉田　　聡、大島　昌弘

　その後、月２回程度小委員会を開催

し、議会基本条例制定に向けて協議し

ております。
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おしえて !?
議会用語

～第７回～

Dr. シモツ
ケの

ＱＱ

ＡＡ

ＱＱ

ＡＡ

議会用語というのは難しいのう。

そんな疑問にワシがわかりやす

く解説していくぞい。

　下野市議会が議会基

本条例の制定に向けて

動き出したけど、議会
基本条例って何？

　条例にはどんなことが

明記されていくのかな？

　議会基本条例とは、議会の

活性化と充実のために議会運

営に関する事項、情報公開、

住民参加を基本とすることを

定めた条例のことを言うん

じゃ。

　市民と議会の関係・意思決

定機関としての市議会の役割

を明記することが議会基本条

例の核になるんじゃ。これは

市町村によって異なることだ

が、今後の下野市議会の動き

に注目じゃのう。

Dr. シモツケ

議
会
改
革
調
査

お
し
え
て
⁉ 
議
会
用
語

議 会 の 動 き
２月 　

１日　全国市議会議長会基地協議会総会(東京都)

３日　総務常任委員会

７日　北方領土返還要求全国大会(東京都)

８日　議員全員協議会

　　　経済建設常任委員会

９日　全国市議会議長会評議員会(東京都)

10日　教育福祉常任委員会

14日　議員全員協議会

　　　議会改革調査特別委員会

20日　総務常任委員会

22日　議会運営委員会

29日〜３月22日　第１回定例会

３月 　

５日　総務常任委員会

14日　小山広域保健衛生組合議会定例会

19日　県南公設地方卸売市場事務組合議会定例会

21日　総務常任委員会

　　　議会基本条例策定小委員会

22日　議員全員協議会

　　　議会広報特別委員会

27日　石橋地区消防組合議会定例会

４月 　

４日　議会基本条例策定小委員会

５日　議会広報特別委員会

16日　県南６市議会議長会会議

17日　議会運営委員会

18日　総務常任委員会

　　　議会基本条例策定小委員会

19・20日　栃木県市議会議長会議長会議（那須烏山市）

20日　議会広報特別委員会

23日　議会改革調査特別委員会

25・26日　関東市議会議長会理事会（横浜市）

27日　議会広報特別委員会

　　　議員全員協議会

市議会本会議の会議録が検索できます

①ホームページで閲覧（市ホームページからも入れます）

　会議録検索システム

　http://www.kaigiroku.net/kensaku/
　 shimotsuke/shimotsuke.html

②市内３図書館で冊子を閲覧
　・南河内図書館　・石橋図書館　・国分寺図書館

※ 会議録作成に時間を要すため、若干遅延する場合

　がございますが、ご了承願います。
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下
野
市
議
会
だ
よ
り
№
24

平
成
24
年
５
月
15
日
発
行　

年
４
回
発
行

〒
３
２
９
ー

０
４
９
２ 

栃
木
県
下
野
市
小
金
井
１
１
２
７
番
地

電
話
０
２
８
５

（40）
５
５
６
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
８
５

（40）
５
５
６
７

第第２２回定例会回定例会

６６月月６６日日㈬㈬
開会予定開会予定

議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

①
紙
面
は
見
や
す
か
っ
た
で
す
か
。

•
見
や
す
い　

•
普
通　

•
見
に
く
い

②
印
象
に
残
っ
た
記
事
は
何
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
複
数
回
答
可
）

•
議
会
基
本
条
例
を
制
定
へ

•
平
成
24
年
度
予
算
が
可
決

•
常
任
委
員
会
審
査
報
告

•
市
政
を
た
だ
す　

一
般
質
問

•
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の
記
事

•
お
し
え
て
!?　

議
会
用
語

•
編
集
後
記

③
ご
意
見
・
ご
感
想
を
自
由

　

に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
・
ご
感
想
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
、
電
話
、
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

し
も
つ
け
市
議
会
だ
よ
り

の
編
集
は
、
今
号
で
最
後

に
な
り
ま
し
た
。

　

市
議
会
だ
よ
り
を
読
み

や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い

紙
面
を
目
指
し
て
、
メ
ン

バ
ー
の
協
力
の
も
と
無
事

に
計
８
回
の
市
議
会
だ
よ

り
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

議
会
活
動
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
少
し
で
も
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
開
か
れ
た

議
会
を
担
う
市
議
会
だ
よ

り
の
重
要
性
を
感
じ
、
委

員
長
と
し
て
の
責
任
を
感

じ
な
が
ら
の
２
年
間
で
し

た
。
市
民
の
方
か
ら
も
ご

意
見
・
ご
感
想
を
い
た
だ

く
こ
と
も
で
き
、
次
号
に

少
し
で
も
生
か
せ
る
よ
う
、

ま
ず
前
号
の
反
省
か
ら
始

ま
り
、
最
後
の
校
正
ま
で

の
委
員
会
は
本
当
に
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
、
関
心
を
持
っ
て
読
ん

で
い
た
だ
け
る
市
議
会
だ

よ
り
に
な
る
よ
う
祈
念
し
、

最
後
の
編
集
後
記
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
２
年

間
の
ご
愛
読
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
小
谷
野
晴
夫
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

小
谷
野
晴
夫

副
委
員
長　

吉
田　
　

聡

委　
　

員　

髙
山　

利
夫

塚
原　

良
子

髙
橋　

芳
市

大
島　

昌
弘

次
号（
第
25
号
）は
８
月
15
日
に
発
行
し
ま
す

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？
　次回、平成24年第２回定例会は、６月６日㈬　次回、平成24年第２回定例会は、６月６日㈬
の開会を予定しております。の開会を予定しております。
　傍聴を希望される方は、本会議当日、市役所　傍聴を希望される方は、本会議当日、市役所
国分寺庁舎３階議会事務局前に直接お越しくだ国分寺庁舎３階議会事務局前に直接お越しくだ
さい。その際、備え付けの受付票に住所・氏名さい。その際、備え付けの受付票に住所・氏名
を記入し、受付箱に投函していただきます。を記入し、受付箱に投函していただきます。
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詳しい日程は決定次第、市ホームページ

でお知らせいたします。
http://www.city.shimotsuke.lg.jp


	shigikai4_1
	shigikai4_2
	shigikai4_3
	shigikai4_4
	shigikai4_5
	shigikai4_6
	shigikai4_7
	shigikai4_8
	shigikai4_9
	shigikai4_10
	shigikai4_11
	shigikai4_12
	shigikai4_13
	shigikai4_14
	shigikai4_15
	shigikai4_16

